
京都美術工芸大学

Ⅱ-4-2. 卒業要件単位数

卒業要件単位数（2023 年度入学者のうち建築学部建築学科生）
科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 4単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア形成科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、51単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 11 単位以上、
基幹科目において、選択科目 14単位以上、展開科目 
において、選択科目 14単位以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 専門演習・実習科目より必修 31単位を修得すること。

上記、124 単位以上履修することが必要です。

卒業要件単位数（2023年度入学者のうち芸術学部デザイン・工芸学科生）
科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア形成科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、48単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目から、選択科目 10 単位以上、基
幹科目および展開科目において、選択科目 26 単位 
以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 必修 34単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です
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2  卒業要件単位数（2022 年度入学者のうち建築学部建築学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 4単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 専門教育科目のうち、82単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 11 単位以上、
基幹科目において、選択科目 14単位以上、展開科目 
において、選択科目 14単位以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 専門演習・実習科目より必修 31単位を修得すること。

上記、124 単位以上履修することが必要です。

1  卒業要件単位数（2022 年度入学者のうち工芸学部美術工芸学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、48単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 10 単位以上、
基幹科目および展開科目において、選択科目 26単位 
以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 必修 34単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です

2  卒業要件単位数（2021 年度入学者のうち建築学科）
（建築学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22 単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目

美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、51単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 11 単位以上、
基幹科目において、選択科目 14 単位以上、展開科目 
において、選択科目 14 単位以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実
習科目

工芸基礎系 必修 11 単位を修得のこと。
建築デザイン系 いずれかの領域のうち、その指定された 14 単位を

修得のこと。伝統建築系
卒業制作 必修 6単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です。

1  卒業要件単位数（2021 年度入学者のうち美術工芸学科）
（美術工芸学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22 単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、48単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 10 単位以上、
基幹科目および展開科目において、選択科目 26単位 
以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目
専門演習・実習科目 必修 34 単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です
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卒業要件単位数（2023 年度入学者のうち建築学部建築学科生）
科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 4単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア形成科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、51単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 11 単位以上、
基幹科目において、選択科目 14単位以上、展開科目 
において、選択科目 14単位以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 専門演習・実習科目より必修 31単位を修得すること。

上記、124 単位以上履修することが必要です。

卒業要件単位数（2023年度入学者のうち芸術学部デザイン・工芸学科生）
科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア形成科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、48単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目から、選択科目 10 単位以上、基
幹科目および展開科目において、選択科目 26 単位 
以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 必修 34単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です 成
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2  卒業要件単位数（2022 年度入学者のうち建築学部建築学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 4単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 専門教育科目のうち、82単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 11 単位以上、
基幹科目において、選択科目 14単位以上、展開科目 
において、選択科目 14単位以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 専門演習・実習科目より必修 31単位を修得すること。

上記、124 単位以上履修することが必要です。

1  卒業要件単位数（2022 年度入学者のうち工芸学部美術工芸学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、48単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 10 単位以上、
基幹科目および展開科目において、選択科目 26単位 
以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実習科目 必修 34単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です

2  卒業要件単位数（2021 年度入学者のうち建築学科）
（建築学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22 単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目

美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、51単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 11 単位以上、
基幹科目において、選択科目 14 単位以上、展開科目 
において、選択科目 14 単位以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目

専門演習・実
習科目

工芸基礎系 必修 11 単位を修得のこと。
建築デザイン系 いずれかの領域のうち、その指定された 14 単位を

修得のこと。伝統建築系
卒業制作 必修 6単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です。

1  卒業要件単位数（2021 年度入学者のうち美術工芸学科）
（美術工芸学科）

科目区分 履修単位

教養教育科目

教養科目 22 単位以上を修得のこと。
伝統文化科目 必修 4単位を含む 8単位以上を修得のこと。
コミュニケーション科目 必修 2単位を含む 6単位以上を修得のこと。
キャリア科目 6単位以上を修得のこと。

専門教育科目
美術工芸科目

基本科目 美術工芸科目のうち、48単位以上を修得のこと。
（ ただし、基本科目において、選択科目 10 単位以上、
基幹科目および展開科目において、選択科目 26単位 
以上を選択のこと）

基幹科目

展開科目
専門演習・実習科目 必修 34 単位を修得のこと。

上記、124 単位以上履修することが必要です
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